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第 4 ・ 5 章は、統一的幣制が未確立で、あった朝鮮・中国における国境を越える貨幣流通のあり方を、時期としてはF
















具体的には、第 2 ・ 3 章における朝鮮産加工海産物の流通の検討から、従来、対立的なイメージで理解されていた、
在朝鮮日本人商人と長崎華商との関係を、時に相互依存的に協力しあうもので、あったことを実証した。また、ソウル
大学所蔵の朝鮮華商の経営帳簿を発掘・分析するという、韓国は勿論、世界でも数少ない試みに挑戦し、朝鮮・日本・
中国の華商を結ぶ取引網の存在を具体的に解明した。第 4 ・ 5 章では、朝鮮東北部と中国東北部の 2 地域それぞれに
おける、重層的貨幣構造および国際的貿易決済システムとの連関構造、地域内決済貨幣と地域外決済貨幣との交換を
媒介する華商の金融活動の存在等を実証し、当該地域に既存の流通・金融構造の「非国民経済J 的特質が、その後の
日本による朝鮮銀行券の流通を可能にした点を論じる。
これら新鮮な事実と論点、は、朝鮮のみならず、近代における日本を含む東・東北アジアの物流・金融の形成・変遷
を考えるうえで、いわば「非国民経済」的要素の重要性に改めて留意を促す点で、また近代日本の商人像を相対化す
る点で、高く評価できる。
本論文がもっ問題点としては、まず、統計数値やグラフの整理・分析に当たり、より周到な整理・分析が求められ
る点がある。また、第 3 章で分析された朝鮮華商の同順泰が、果たして朝鮮華商の典型であるのか、それとも例外的
存在であるのかを確認したうえで、朝鮮・日本・中国を結ぶ華商取引網の評価を行なうべきであろう。さらに「強制
された自由貿易J という概念の近代朝鮮への適用など、本論文で使用される概念については、より慎重かっ具体的な
検討が求められよう。
しかし、これらの暇庇や期待は、本論文が達成した成果と意義を損なうものではない。よって、本論文を博士(文
学)の学位を授与するに値するものと認定する。
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